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いせファミリー・サポート・センター
会員募集中！

対象　市内に在住または通勤・通
学していて、小学６年生ま

での子どもがいる人

開所時間　月～金曜日（祝日・年
末年始を除く）、8：30～19：00
※緊急時は、24時間電話受け付
け可能。

利用時間 通常時 緊急時、軽い病児、病後児

7：00～19：00 700円／時 1,000円／時

6：00～ 7：00
19：00～22：00 800円／時 1,200円／時

22：00～翌6：00
一部利用 1,200円／時

宿泊（連続８時間） 5,000円／回

年末年始（12/29～1/3） 800円／時 1,200円／時

利用料金

困った時に子どもを預かってくれる、ママ・パパの心強いサポーター

いせファミリー・サポート・センター（☎�５６９２）

　いせファミリー・サポート・

センターは、育児の援助を受

けたい人（依頼会員）と、育児

の援助を行いたい人（提供会

員）が会員となり、同センター

が両者の調整などを行い、相

互の信頼と了解の上で、一時

的にお子さんを預かる相互援

助の会員組織です。（２ペー

ジ「サポートのしくみ」参照）

　同センターでは、依頼会員

と提供会員を募集していま

す。登録は無料ですので、登

録しておくだけでも安心につ

ながります。

※同センターの運営は、市か

らＮＰＯ法人三重みなみ子

どもネットワークへ委託し

て行っています。

サポートの一例

～学校から放課後児童クラブへ～

～提供会員の自宅で～

「今日もいっぱい
遊んだよ！」
学校でのことなど
を話しながら、放
課後児童クラブへ
向かいます。

「お仕事がんばってくるね！」
安心して、仕事に励めます。 おばちゃんが遊んでくれるからご機嫌！

依頼会員利用案内
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サポートのしくみ
　子育てを助けてほしい人（依
頼会員）の要望に応じ、子育て
の手伝いができる人（提供会員）
を紹介し、一時的にお子さんを
預かります。

依頼会員
子育て中の人

いせファミリー・
サポート・センター 提供会員

子育てを
手伝ってくれる人

依頼の申し込み、
提供会員の紹介

・子育て中の皆さんを応援します
・困ったことは何でも相談を！
・経験豊富なアドバイザーがサポート

いせファミリー・サポート・
センターのアドバイザーが、
依頼会員・提供会員相互の希
望を調整します

事前打ち合わせ、サポート、
サポート終了後の報酬受け渡し

提供内容の通知、
提供活動の受諾

・仕事で放課後児童クラブや習い事への送迎ができない。
・ゆっくり買い物がしたい。
・急な残業で、子どもを保育所へ迎えに行けない。
・具合が悪くて病院に行きたい。
・子どもの熱は下がったけれど、もう一日ゆっくり休ませ
たい。でも仕事は休めない。
・引っ越して来たばかりで近所に子どもを見てくれる人が
いないので、万が一のときに不安…。

・時間に余裕もできたし、忙しいお母さん
のお手伝いがしたいな。
・自分の子育てと一緒に子どもを預かれば
お手伝いになるのね。

子育てを終えた人や保育士の資格を持つ人など
子どもが好きで子どもに関わる活動をしたい人や

自らの子育てのスキル（能力）向上を目指すお母さんなどへ

提供会員養成講座
　臨時的な子どもの預かりや、保育所・幼稚園の送迎などをしていただく
提供会員の養成講座を開催します。この講座では、子育てに関するさまざ
まな知識・技術を学ぶことができます。

提供会員って何をするの？

平成25年度第２回提供会員養成講座 プログラム

　育児の援助を受けたい人（依頼会員）の希望する内容・時間で、子どもを
有償で一時的に預かる育児援助をしていただきます。依頼会員と提供会員
の両方を兼ねることもできます。
　会員登録は無料です。また、万一の事故に備えて保険に加入しています。

と　　　き 内　　　　容 講　　　　師　（敬称略）

２月22日㈯

9：40～ 9：55 開講式／オリエンテーション
10：00～12：00 保育の心 堀川美子（育児支援アドバイザー）

13：00～15：00 子ども・子育てを取り巻く環境 秋山則子（NPO法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）
15：10～17：10 子どもの遊び 山野栄子（鈴鹿短期大学生活学科・こども学専攻特任准教授）

２月23日㈰
9：30～12：30 発育と発達・障害について 千草篤麿（高田短期大学人間介護福祉学科教授）

13：30～16：30 身体の発達と病気 羽根靖之（はね小児科医院院長）

３月１日㈯

9：30～12：30 子どもの栄養と食生活 馬場啓子（中部大学現代教育学部幼児教育学科非常勤講師）

13：30～16：30 小児看護の基礎知識 岡田まり（㈱ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ管理者）

16：40～17：10 会則／事業説明

３月２日㈰

9：30～12：30 子どもの事故と安全 富内直美（日本赤十字社三重県支部看護師）

13：30～14：30 子どもの生活へのケアーと援助 谷ともえ（伊勢市健康課　保健師）

14：40～17：10
講座をふりかえって
　・伊勢市の子育て支援
　・サポーターとしての心構え

谷ともえ（伊勢市健康課　保健師）
秋山則子（NPO法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）

とき・内容・講師　下表のとおり
ところ　小俣農村環境改善センター
対象　市内および近隣市町に在住
する20歳以上の人

定員　30人（先着順）
受講料　無料（別途テキスト代
2,100円が必要）

申し込み　電話・ファクスで同セ
ンター（FAX㉘５６７９）へ
※全日程を受講できる人を優先し
ます。全日程を受講できない人
はご相談ください。
※なるべく受講後に提供会員とし
て登録をお願いします。
※託児できます。（無料、要予約）

いせファミリー・サポート・センター事業費〔平成25年度予算額〕　　814万３千円（うち国補助金285万円）

いせファミリー・サポート・センター
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クラブ名 所在地 問い合わせ先
杉の子学童クラブ 久世戸町５（修道小学校敷地内） 23-1076

すみれ学童クラブ 常磐３丁目10-44（旧早修幼稚園） 29-0804

明照こどもクラブ 楓（かえで） 吹上２丁目5-41 28-2678

明照こどもクラブ 楪（ゆずりは） 吹上２丁目7-10 28-2678

ひまわり学童クラブ 旭町349（宮山小学校敷地内） 28-9003

はまっこ学童クラブ 神社港262-1（みなとデイサービスセンター内） 36-3755

とよはま学童クラブ 西豊浜町1760（旧豊浜西幼稚園） 37-7071

放課後学童クラブ リンドバーグ佐八 佐八町2060 39-6802

放課後児童クラブ リンドバーグ四郷 楠部町2484（旧四郷幼稚園） 24-6700

放課後児童クラブ リンドバーグ大湊 大湊町1074-1 63-6225

学童クラブ レインボーキッズ 上野町2908（旧沼木幼稚園） 050-7000-1819

藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 厚生学童部 宮後１丁目10-21 65-7252

藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 城田学童部 上地町1770（旧城田駐在所） 080-1622-5021

藍ちゃんの家ふぁみりーくらぶ 浜郷学童部 黒瀬町1736-2（黒瀬児童センター内） 080-1622-5575

学童クラブ シルバースプーン 河崎１丁目14-21 63-5682

あけの学童クラブ 小俣町新村558-21 20-7166

きたはま学童クラブ 村松町3280-6（旧北浜幼稚園） 37-4099

クラブ名 所在地 問い合わせ先
二見放課後児童クラブ第１ 二見町茶屋63-4（二見こども未来クラブ内）

43-5551（社会福祉協議会二見支所）
二見放課後児童クラブ第２ 二見町茶屋348（二見老人福祉センター内）

小俣放課後児童クラブ 小俣町元町662-1（小俣児童館内）
27-0509（社会福祉協議会小俣支所）

明野放課後児童クラブ 小俣町新村399-3（明野児童館内）

御薗放課後児童クラブ 御薗町長屋2794-1（御薗こどもプラザ内） 29-0886（御薗こどもプラザ）

募集期間　随時（ひまわり学童クラブを除く）
※ひまわり学童クラブは、説明会を終了しま

したが、利用希望者の相談に応じます。

対象　次の要件を全て満たす児童
　　　・平成26年４月現在、小学１～３年生である
　　　・仕事などの理由で保護者が昼間に見守ることができない

　　　・通所できる

募集期間　２月３日㈪～14日㈮

民設の放課後
児童クラブ

公設の放課後
児童クラブ

予算額〔平成25年度〕　１億5,403万６千円（うち国・県補助金5,790万３千円）

　放課後児童クラブは、仕事などの理由で昼間に保護者が見守ることができない児童を

対象に、授業終了後に適切な遊びや活動の場を与えることにより、児童の健全育成を図

る施設です。

　平成26年度にクラブの利用を希望する人は、直接、各クラブへ申し込んでください。

※利用するためには登録と利用料が必要です。

※利用料などに
ついては、各
クラブへ問い
合わせてくだ
さい。

※対象年齢・利用料などについて
は、各クラブへ問い合わせてく
ださい。

の利用児童を募集 こども課（☎�５５６１）

平成26年度

放 課 後 児 童 クラブ
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12
月
１
日
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
改
正
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

自
転
車
な
ど
の
軽
車
両

が
路
側
帯
を
通
行
す
る
場

合
、
こ
れ
ま
で
は
両
側
と

も
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
12
月
１
日
か

ら
は
、
道
路
の
左
側
部
分

に
設
け
ら
れ
た
路
側
帯
に

限
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

問
３ 

公
共
施
設
の
老
朽
化
へ

対
応
す
る
た
め
の
費
用
負
担
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か

　

約
９
割
の
人
が
「
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
統
廃
合
」
ま
た
は

「
負
担
が
増
え
る
な
ら
施
設
不

要
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
各
年

代
と
も
同
程
度
の
割
合
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
の
在
り
方
に
対

す
る
考
え
方
に
世
代
の
違
い
が

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
グ
ラ
フ
５
・
６
参
照
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
若
い
世

代
へ
の
周
知
が
必
要
な
こ
と

や
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
建
て

替
え
に
よ
り
負
担
が
増
え
る
な

ら
統
廃
合
を
行
う
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
集
計
結
果
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
情
報
調
査
室
の
窓

口
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
回
答
し

た
人
が
40
％
に
上
り
ま
し
た
。

年
代
別
に
見
る
と
、
若
い
世
代

ほ
ど
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
が
高
く
な
り

ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
・
２
参
照
）

問
２ 

公
共
施
設
の
老
朽
化
問

題
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
ま
す
か

　

「
深
刻
な
問
題
」
と
回
答
し

た
人
は
29
％
、「
仕
方
が
な
い
」

と
回
答
し
た
人
は
28
％
と
な
り

ま
し
た
。
高
い
年
代
で
は
、「
深

刻
な
問
題
」
と
回
答
し
た
人
の

割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。（
グ
ラ
フ
３
・
４
参
照
）

　

公
共
施
設
の
多
く
が
老
朽
化

し
、
そ
の
費
用
負
担
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
秋
に
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
施
設

を
利
用
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
維
持
費
を
負
担
す
る
側
の

人
の
声
も
広
く
聞
き
、
公
共
施

設
の
在
り
方
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
向
を
把
握
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
集

計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
１ 

公
共
施
設
の
老
朽
化
問

題
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か

　

「
知
っ
て
い
た
」
と
回
答
し

た
人
は
17
％
に
と
ど
ま
り
、

シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て

 考
えよう！

公
共
施
設
老
朽
化
問
題
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

約
９
割
が
﹁
統
廃
合
﹂
ま
た
は
﹁
施
設
不
要
﹂
と
回
答 13

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回

で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

交
通
政
策
課（
☎
㉑
５
５
０
８
）

12月１日に
自
転
車
な
ど
の
路
側
帯
左
側
通
行

！



5 広報いせ ●平成26年１月15日号広報いせ ●平成26年１月15日号

　

悪
質
・
危
険
な
無
免
許

運
転
を
根
絶
す
る
た
め
、

無
免
許
運
転
を
し
た
運
転

手
に
対
す
る
罰
則
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
転
手
が
無
免

許
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な

が
ら
同
乗
し
た
り
、
自
動

車
な
ど
を
提
供
し
た
り
し

た
場
合
の
罰
則
が
新
た
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ブ
レ
ー
キ
を
備
え
て
い

な
い
自
転
車
が
走
っ
て
い

る
場
合
、
警
察
官
は
自
転

車
を
停
止
さ
せ
て
ブ
レ
ー

キ
を
検
査
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
危
険
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
応
急
措

置
を
命
じ
、
応
急
措
置
で

は
必
要
な
整
備
が
で
き
な

い
場
合
は
、
そ
の
自
転
車

を
運
転
し
な
い
よ
う
命
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

市民アンケート調査結果

公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
対
応

す
る
た
め
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
ど
う
思
い
ま
す
か

問３

公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

に
つ
い
て
ど
う
感
じ
ま
す

か
問２

公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か

問１ グラフ１：全体

グラフ３：全体

グラフ５：全体

グラフ２：年代別

グラフ４：年代別

グラフ６：年代別

若い世代ほど「知らなかった」人が多い

高い年代では「深刻な問題」とする傾向がある

年代別に考え方の違いはない

知っていた 17%

知らな
かった
40%

聞いたことが
ある 43%

深刻な問題
29%

良くない
35%

負担が増え
ても建て替
える 3%

負担が増え
ないよう
統廃合 65%

負担が増
えるなら
施設不要
24%

その他 8%

仕方が
ない
28%

関心がない
7%

その他 2%

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳代以上

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳代以上

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳代以上

知っていた

深刻な問題

負担が増えても
建て替える

負担が増えないよう
統廃合

負担が増える
なら施設不要

その他

良くない 仕方がない 関心がない その他

聞いたことがある 知らなかった

無
免
許
運
転
の
厳
罰
化

！
ブ
レ
ー
キ
の
な
い
自
転
車
対
策

！



6広報いせ ●平成26年１月15日号広報いせ ●平成26年１月15日号

り
、
燃
え
る
ご
み
増
加
の
一
因

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

資
源
物
を
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
す
こ
と
は
、
資
源
の
有
効

利
用
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、

処
理
費
用
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

資
源
物
の
分
別
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
の
中
に
、
未

利
用
食
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
無
駄
な
買
い
物
を
な

く
し
、
家
計
や
地
球
に
や
さ
し

い
ご
み
の
減
量
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

燃
え
る
ご
み
は
、
１
日
当
た

り
約
１
３
０
ト
ン
を
収
集
し
て

お
り
、
そ
の
処
理
に
は
約
４
０

０
万
円
の
費
用
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
処
理
費
用
を
削
減
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、

燃
え
る
ご
み
が
増
加
し
て
い
る

原
因
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
収
集
し
た
ご
み
の
内
訳
調

査
を
平
成
24
年
度
に
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
継
続
的
に
実

施
し
て
お
り
、
内
訳
調
査
の
結

果
は
下
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

分
別
を
お
願
い
し
て
い
る
ご

み
の
う
ち
、
紙
・
布
類
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
の

資
源
物
が
約
22
％
混
入
し
て
お

め
ざ
せ
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

そ
の
ご
み
は

本
当
に
燃
え
る
ご
み
？

～
内
訳
調
査
の
結
果
か
ら
～

燃えるごみとして出された
雑誌・雑紙類の一部

燃えるごみとして出された
布・衣類の一部

燃えるごみとして出された
未利用食品

資源物として出した場合、１㎏当たり
５円で古紙問屋に買い取ってもらえま
す（平成25年11月現在）

資源物として出した場合、１㎏当たり
1.1円で古紙問屋に買い取ってもらえ
ます（平成25年11月現在）

燃えるごみの内訳
（重量比）

生ごみ
36.3％

資源物

その他の燃えるごみ
40.8％

雑誌・雑紙類
8.6％

新聞・折り込みチラシ
3.8％

飲料用紙パック 0.3％

段ボール 0.2％

布・衣類 2.1％

プラスチック製容器包装 6.9％

ペットボトル 0.3％

不燃ごみ 0.7％

調査した燃えるごみの一部

資
源
物
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　倉田山公園野球場のこけら落としのイベントとして、「巨人vs
阪神戦」が行われることが決定しました。一流選手のプレーを間

近に見られますのでお楽しみに。

とき　３月10日㈪、午後１時～　　ところ　倉田山公園野球場
※チケットの発売時期・金額などは、決まり次第、巨人軍のホー

ムページ（http://www.giants.jp/）などで発表されます。
問い合わせ先　読売新聞中部支社事業課（☎０５２・２１１・００８３）

伝統の巨人vs阪神戦　伊勢で開催が決定！
３月10日月 プロ野球オープン戦

　

３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
倉
田
山
公
園
野
球
場

の
外
野
フ
ェ
ン
ス
に
、
広
告
を

掲
載
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
野

球
場
で
、
企
業
の
宣
伝
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
広
告
は
２
月
中
に
、
広
告
主

に
掲
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
広
告
の
大
き
さ
・
広
告
掲
載

期
間
・
広
告
料
・
募
集
枠
数
な

ど
詳
し
く
は
、
１
月
15
日
㈬
以

降
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長
賞
９
点
と
会
長
賞
お
よ
び
奨

励
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
標
語
は
８
点
の
応
募

が
あ
り
、
市
長
賞
１
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

市
長
賞
の
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊

重
の
精
神
を
育
て
る
た
め
、
人

権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び

標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
３
６
２
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕約
30
万
円

齊藤 有沙さん（鹿海町）心の声　勇気をもって　伝えよう

人権尊重啓発ポスター

人権尊重啓発標語

田中 ゆずはさん
（御薗小 1 年）

志賀 彩葉さん
（御薗小 2 年）

松永 紗季さん
（修道小５年）

小南 希帆さん
（厚生中 2 年）

山下 晃槻さん
（豊浜西小 3 年）

小川 修平さん
（小俣小 6 年）

今井崎 朱音さん
（厚生中 3 年）

森井 夏未 さん
（明倫小 4 年）

竹内　彩さん
（北浜中 1 年）

倉
田
山
公
園
野
球
場

有
料
広
告
を
募
集

３
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
㉒
７
８
９
１
）
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地区別に分かれた話し合い

防災マップ作り

委員長からまとめのあいさつ

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

中
島
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
今
後
も
、
防
災
・
防

犯
・
交
通
安
全
の
取
り
組
み
は

も
と
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
高
齢
者
が
ゆ
っ
た
り

で
き
る
ま
ち
、
子
ど
も
が
明
る

く
笑
顔
の
み
え
る
ま
ち
、
き
れ

い
な
住
み
よ
い
ま
ち
、
み
ん
な

で
助
け
合
う
ま
ち
を
目
指
し
て

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
を
知
っ
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
自
治

会
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
薬
局
な
ど
が
な
い
の
で
、

今
後
、
備
蓄
品
な
ど
の
再
検
討

が
必
要
と
感
じ
た
」「
避
難
経
路

に
も
危
険
箇
所
が
あ
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
」
な
ど
の
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
委
員
長
か
ら
「
今

ま
で
に
な
い
こ
と
が
起
こ
る
の

が
災
害
で
す
。
災
害
に
備
え
る

こ
と
、
命
を
守
る
た
め
に
逃
げ

る
こ
と
、
早
期
に
逃
げ
る
こ
と

が
大
切
」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
島
学
区
は
、
宮
川
に
隣
接

し
低
地
が
多
く
、
水
に
よ
る
被

害
が
予
測
さ
れ
、
ま
た
、
急
傾

斜
地
の
崩
壊
危
険
箇
所
も
あ
り

ま
す
。
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
で
は
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
が
災
害
に
強
い
ま
ち
な
の

か
、
災
害
に
弱
い
ま
ち
な
の
か

を
検
証
す
る
た
め
、
こ
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
区
内
の
各
自
治

会
・
町
内
会
、
小
・
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
宇
治
山
田
高
等
学
校
、

女
性
団
体
、
事
業
所
な
ど
か
ら

約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
学
区

内
の
８
地
区
に
分
か
れ
、
地
図

を
使
っ
て
地
域
で
災
害
が
発
生

す
る
事
態
を
想
定
し
、
危
険
が

予
測
さ
れ
る
場
所
を
ま
と
め
た

独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
り
ま

し
た
。

る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
、「
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」「
美
し
い
未
来
づ
く

り
委
員
会
」「
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」
の
３
つ
の
委
員

会
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
安
心
・
安
全
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
中
心
と

な
り
、
平
成
25
年
11
月
10
日
に

中
島
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催

し
た
Ｄデ

ィ

グ

Ｉ
Ｇ（
災
害
図
上
訓
練
）

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
取
り
組
み

　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は
、
災
害(

Ｄ
ｉ

ｓ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ)

、
想
像
力(

Ｉ

ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ)

、

ゲ
ー
ム(

Ｇ
ａ
ｍ
ｅ)

の
頭
文

字
を
取
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
、

参
加
型
の
災
害
図
上
訓
練
で
す
。

　

中
島
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
平
成
25
年
２
月
に
設
立

し
ま
し
た
。
11
の
自
治
会
・
町

内
会
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
募
委

員
な
ど
で
構
成
し
、
地
域
住
民

自
ら
地
域
の
課
題
を
克
服
し
、

生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

中
島
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

活
動
紹
介

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
推
進
に
か

か
る
経
費〔
平
成
25
年
度
予
算
額
〕

６
１
６
０
万
円

中島学区まちづくり協議会事務局
（中島幼稚園内）

開所日時　月・水・金曜日
　　　　　9：00～16：00
電話番号　65６０８１
ホームページ　http://www9.ocn.ne.jp/̃nakajimk/
　　　　　　　index.html
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へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
話
し

や
す
い
、
相
談
し
や
す
い
、
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
、
ほ
っ
と
す
る

よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
元
気
の

出
る
外
来
を
モ
ッ
ト
ー（
方
針
）

に
、日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
産
婦
人
科
の
常
勤
医

師
は
１
人
で
す
が
、
手
術
は
、

三
重
大
学
や
院
内
の
外
科
系
医

師
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卵
巣
嚢の

う

腫し
ゅ

な
ど
は
、
患

者
の
負
担
が
少
な
い
腹

ふ
く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
手

術
を
し
て
い
ま
す
。

　

火
曜
日
の
午
後
は
思
春
期
外

来
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
水

曜
日
に
は
外
科
医
師（
女
性
）と

一
緒
に
女
性
の
た
め
の
外
来

（
女
性
外
来
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
女
性
外
来
は
、
一
般
外
来

よ
り
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
中
で
、
検
査
・
診
療
な
ど
全

て
を
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
ど
こ
に
か
か
れ
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
普
通
の

外
来
で
は
な
か
な
か
話
し
に
く

い
な
ど
、
女
性
と
し
て
の
悩
み

が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
女
性
外
来

　

当
科
で
は
、
現
在
分
娩
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
婦
人
科
の

悪
性
腫
瘍
と
不
妊
症
以
外
の
治

療
を
し
て
い
ま
す
。
受
診
し
に

く
い
症
状
を
抱
え
て
い
る
人
や

更
年
期
の
人
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
も
、
誠
心
誠
意
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

難
し
い
症
状
に
対
し
て
は
、

総
合
病
院
の
利
点
を
生
か
し
、

他
科
の
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
相
談
し
な
が
ら
治
療
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
は
対

応
で
き
な
い
よ
う
な
疾
患
に
対

し
て
は
、
患
者
の
皆
さ
ん
が
納

得
す
る
病
院
の
紹
介
を
心
掛

け
、
症
状
が
改
善
す
る
ま
で
フ

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑭

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

産
婦
人
科

診
療
科
紹
介
！

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

産婦人科出前講座について特集
　思春期の子どもたちや、さまざまな年齢の女性の

ために、医療の現場からメッセージを送りたいと考

え、当院の産婦人科外来を中心に院内の看護師やさ

まざまな職種の人たちが集まって「ティーンズクラ

ブ＆ウーマンズクラブ・アイリス・伊勢」を結成し、

出前講座を行っています。

　ティーンズクラブ・アイリスでは、思春期講座（命・
性・体の教育）をしています。また、定期的に市内

の養護教諭と思春期勉強会をしています。

　また、ウーマンズクラブ・アイリスでは、高齢の

女性が多い日本において「地域の女性をいつまでも

元気にしたい」という思いで女性講座を行っていま
す。

　女性の皆さんに、病気になってから当院を思い浮

かべてほしいだけではありません。皆さんの職場を

訪問したり、何かの行事のついでに一緒に参加し

たりして、女性の体や病気、予防、最近の話題な

どについて話ができればうれしいです。月経につ

いてのトラブルなど、若い女性のためにもいろい

ろな話を用意しています。私たち女性は昔と違

い、自分で自分の体を守っていかなければなりま

せん。ぜひ、一緒に泣き笑いしながら話をしまし

ょう。

※出前講座に興味のある人や受講を希望する人

は、産婦人科外来へ連絡（午後のみ）をしていた

だくか、ティーンズクラブ＆ウーマンズクラブ・

アイリス・伊勢のホームページ（http://hospital.
city.ise.mie.jp/1-iris/iris.html）から問い合わせて
ください。
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ン
ド
で
、
毎
回
約
50
人
が
参
加

し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

協
会
で
は
年
４
回
、
協
会
主

催
の
競
技
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ど
の
大
会
も
約
２
５
０

人
が
参
加
し
、
当
日
は
仲
間
の

活
気
あ
る
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂

し
、
笑
顔
が
絶
え
る
こ
と
な
く

笑
い
声
が
は
じ
け
て
い
ま
す
。

　

協
会
が
所
有
し
て
い
る
道
具

も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
、
練
習
当
日
、
見
学
や

体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
員
一

同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

伊
勢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
は
、
平
成
10
年
10
月
10
日
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
健
康
づ

く
り
の
一
貫
と
し
て
、
ま
た
、

楽
し
く
長
生
き
し
て
い
た
だ

き
、
良
き
仲
間
づ
く
り
の
た
め

の
出
会
い
の
場
の
一
つ
と
し
て

も
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

の
思
い
か
ら
設
立
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ

ル
フ
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
専
用

の
ク
ラ
ブ
で
打
ち
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト（
最
終
的
に
ボ
ー
ル
を
入

れ
る
場
所
）
に
ホ
ー
ル
イ
ン
す

る（
入
れ
る
）ま
で
の
打
数
を
競

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

設
立
当
初
は
50
人
に
満
た
な

か
っ
た
会
員
も
、
現
在
は
60
歳

代
か
ら
最
高
齢
者
は
90
歳
と
い

う
３
１
０
人
ほ
ど
と
な
り
、
６

倍
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
毎
週
水
曜
日
・
午

前
９
時
ご
ろ
か
ら
、
県
営
総
合

競
技
場
体
育
館
東
側
の
グ
ラ
ウ

を
取
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
は

「
活
動
や
会
計
の
報
告
、
情
報

公
開
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
団

体
か
ど
う
か
」
を
測
る
指
標
に

な
り
ま
す
。

　

条
例
が
採
択
さ
れ
た
ば
か
り

で
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
増
え

る
の
は
ま
だ
先
の
話
で
す
し
、

普
通
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
か
ら
し

っ
か
り
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
後
、

寄
付
し
た
り
、
活
動
を
応
援
し

た
り
す
る
と
き
の
一
つ
の
目
安

に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

付
を
し
た
場
合
に
損
金
算
入
枠

が
拡
大
さ
れ
る

③
相
続
人
が
そ
の
法
人
に
寄
付

を
し
た
場
合
に
寄
付
し
た
相
続

財
産
が
非
課
税
に
な
る

④
有
益
事
業
を
行
っ
た
場
合
に

法
人
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
る

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
た

め
の
三
重
県
と
し
て
の
要
件
が

三
重
県
議
会
で
採
択
さ
れ
、
認

定
を
取
得
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
相
当
し
っ
か

り
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
な
い

と
取
得
が
難
し
い
た
め
、
認
定

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る

と
、
次
の
４
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

①
個
人
が
そ
の
法
人
に
寄
付
を

し
た
場
合
に
寄
付
し
た
人
が
寄

付
金
控
除（
約
50
％
）を
受
け
ら

れ
る

②
企
業
な
ど
が
そ
の
法
人
に
寄

事
務
局
長　

野
中
良
成（
☎
０
９
０
・
１
５
６
５
・
５
６
７
９
）

伊
勢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.49

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場

馬
く
ん　
　
　
　

何
し
て
い
る
の
？

﹁
て
い
て
つ
﹂
を
作
っ
て
い
る
ん
だ

よ
。﹁
て
い
て
つ
﹂
は
幸
運
の
お
守

り
と
も
い
わ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

今
年
は
何
か
い
い
こ
と
が

あ
り
そ
う
。　
　
　
　
　

皆
さ
ん
が
お
元
気
で
楽
し

く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
⋮
。

謹
賀
新
年

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
25
年
度
〕

１
１
８
７
万
円

利
用
人
数〔
平
成
24
年
度
〕

５
万
８
５
１
５
人
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神詣

い
た
作
品
群
を
特
集
展
示
し
ま

す
。

　

明
治
10
年
、
猿
田
彦
神
社
の
宮
司
家
に
生
ま
れ
る
。

　

内
宮
前
に
居
を
構
え
て
い
た
画
家
・
磯
部
百

ひ
ゃ
く
り
ん
鱗
に
絵
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
20
歳
の
頃
に
京
都
へ
出
て
森
川
曽そ

ぶ

ん文
、
後
に
谷
口
香

こ
う
き
ょ
う嶠
に

師
事
し
て
、
大
正
４
年
に
は
「
製
作
の
前
」
で
文
部
省
美
術
展
覧
会

に
初
入
選
、
し
か
も
三
等
賞
を
受
賞
し
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
ま
す
。

　

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
買
い
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
京
都
を
代

表
す
る
画
家
と
な
り
、
昭
和
３
年
、
竹
内
栖せ

い
ほ
う鳳
の
画が

じ
ゅ
く塾
竹

ち
く
じ
ょ
う杖
会
に

入
り
ま
す
。
大
ら
か
な
運
筆
は
、
細
く
シ
ャ
ー
プ
に
な
り
、
画
題
も

歴
史
風
俗
や
物
語
を
主
題
と
し
た
作
品
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

美
人
画
に
も
研
究
と
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

　

小
坡
は
、
よ
く
上
村
松

し
ょ
う
え
ん
園
と
比
較
さ
れ
ま
す
。
共
に
京
都
の
女
性

画
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
感
情
の
激
し
さ
が
に
じ
む
松
園
に

比
べ
、
小
坡
の
作
品
は
ど
こ
ま
で
も
静
か
で
、
優
し
さ
や
温
か
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
対
象
に
誠
実
に
迫
り
、
ど
こ
ま
で
も
細
か
な
と
こ

ろ
を
着
実
に
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て
お
り
、
独
特
の
美
し

さ
に
満
ち
て
い
ま
す
。

伊
藤
小
坡

明
治
～
大
正
～
昭
和
期
に
活
躍
し
た
日
本
画
家

作
品
「
神

か
み
も
う
で詣

」
を
初
公
開
し
ま

す
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
美
し
い
だ

け
で
は
な
い
凛
と
し
た
女
性
像

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤

小
坡
は
数
多
く
の
美
人
画
を
描

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
品

格
の
あ
る
大
作
は
、
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。
緊
張
感
を
伴
っ
て
、

小
坡
独
特
の
美
意
識
が
み
な
ぎ

っ
て
い
ま
す
。
小
坡
に
よ
る
美

人
画
の
最
高
傑
作
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昭
和

14
年
の
文
部
省
美
術
展
覧
会

（
新
文
展
）の
出
品
作
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
後
期

の
国
学
者
で
あ
り
思
想
家
で
あ

っ
た
平
田
篤あ

つ
た
ね胤

、
猿
田
彦
神
社

の
宮
司
・
宇う

じ

と

こ

治
土
公
貞さ

だ
も
と幹
ら
が

描
い
た
「
猿
田
彦
大お

お
か
み神
像
」、

京
都
の
画
家
・
富
田
渓け

い
せ
ん仙

が
、

天あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

宇
受
売
命
の
踊
る
姿
を
描
い

た
「
光

こ
う
み
ょ
う明

」
な
ど
、
神
々
を
描

　

当
館
は
、
宇
治
浦
田
町
交
差

点
付
近
か
ら
古
市
へ
向
か
う
上

り
坂
・
牛う

し
た
に谷
坂
の
中
腹
に
あ
り
、

伊
藤
小
坡
の
代
表
作
を
中
心
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
16
日
㈰
ま
で
は
、「
新

春（
冬
）」の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

「
萬ま

ん
ざ
い
ら
く

歳
楽
」
や
「
舞
姫
」、「
早

春
」、「
紅
梅
」
な
ど
、
新
春
の

雰
囲
気
に
満
ち
た
作
品
も
展
示

し
ま
す
が
、
今
回
は
、
新
収
蔵

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎�７８８５）

だより21

　

今
回
は
、「
伊
藤
小し

ょ
う
は坡
美
術

館
」
の
森
本
孝
さ
ん
か
ら
の
情

報
で
す
。

３
月
16
日
㊐
ま
で

常
設
展
﹁
新
春（
冬
）﹂

所 在 地　宇治浦田２丁目4-65
電話番号　㉒２５５４
開館時間　9：30～16：00
休 館 日　月曜日
　　　　　(祝日の場合はその翌日)
入 館 料　一般300円
　　　　　大学･高校生200円
　　　　　小・中学生100円

伊藤小坡美術館

広
告
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家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
◆ブリのみぞれ煮◆

材料（２人分）

作り方

１人分の栄養価

１　ブリは酒・塩を振っておく。大根は皮をむいておろし、ざるに
上げておく。青ネギは小口切りにする。

２　ブリの水気をキッチンペーパーで拭き取り、薄力粉を茶こしに
入れて薄くまぶす。

３　フッ素樹脂加工のフライパンで油を熱し、２のブリの両面をこ
んがりと焼く。余分な脂をキッチンペーパーで拭き取り、Ａを
加えて煮立て、火が通ったら大根おろしを加えてさっと煮る。

４　３を器に盛り、青ネギを散らし、七味唐辛子を振る。

　大根・白菜・ホウレン草・ネギなど、今が旬の冬野菜には、ビタミン・ミネラルが豊富に含まれています。また、
野菜はしっかりかんで食べる必要があるため、満足感が得られやすく、食べ過ぎを防いで肥満予防に役立ちます。
冬野菜をたっぷり使った温かい料理で、体を芯から温め、寒い冬を乗り切りましょう。
※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

一口メモ 今回のテーマは「冬野菜をメーンのおかずにして、肥満予防を！」

256kcal／たんぱく質16.2g／脂質14.5g／塩分1.3g

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」を掲載しています。
市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎�２４３５）

ブリ･･････････････････２切れ
酒･･････････････････小さじ１
塩････････････････ひとつまみ
薄力粉･･････････････大さじ１
油･･････････････････小さじ１
大根･･･････････････････ 150g
青ネギ･･････････････････ 10g

Ａ
　だし汁･･････････････ 100cc
　酒････････････････小さじ２
　薄口しょうゆ･･････小さじ２
　みりん････････････小さじ２
七味唐辛子…適量

い
っ
て
、
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

例
…
カ
ッ
プ
麺
、
レ
ト
ル
ト

食
品
、
缶
詰
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

　

期
限
表
示
は
、
未
開
封
の
状

態
で
、
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ

り
保
存
し
た
場
合
の
期
限
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
開
封

し
た
食
品
は
、
表
示
期
限
に
関

わ
ら
ず
、
早
め
に
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
を
想
定
し
て

食
品
を
備
蓄
す
る
場
合
、
保
存

方
法
を
守
り
、
定
期
的
な
入
れ

替
え
が
必
要
で
す
。

　

食
品
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
買
い
物
を
す
る
と
き
は
、

期
限
表
示
を
確
認
し
て
、
用
途

に
合
わ
せ
た
食
品
選
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

食
品
の
期
限
表
示
に
は
、
消

費
期
限
と
賞
味
期
限
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
期
限
】

　

期
限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い

方
が
よ
い
、
劣
化
の
速
い
食
品

に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

消
費
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
劣

化
に
伴
い
安
全
性
を
欠
く
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

例
…
弁
当
、
惣
菜
、
生
麺
、

調
理
パ
ン
な
ど

【
賞
味
期
限
】

　

そ
の
食
品
を
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
期
限
で
、
劣

化
が
比
較
的
遅
い
食
品
に
表
示

さ
れ
ま
す
。

　

賞
味
期
限
を
過
ぎ
た
か
ら
と

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成25年度〕
699万９千円（うち県補助
金434万３千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

食
品
の
期
限
表
示
っ
て
何
？
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利
用
期
間　

原
則
６
カ
月
間
ま

で※
更
新
審
査
に
よ
り
、
最
長
１

年
間
利
用
可
能
。

申
請　

随
時
、
申
請
書
類
を
、

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
利
用
料
金
・
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

sangyo.city.ise.m
ie.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目

７

－

29
、
FAX
�
５
５
２
２
、
ア

ド
レ
スkanko@

city.ise.m
ie.

jp

）へ
計
画
案
の
縦
覧

　

計
画
案
は
、
意
見
募
集
の
期

間
中
、
同
課
、
総
務
課
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各

支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

　

市
で
は
、「
伊
勢
市
観
光
振

興
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
計
画
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
14
日
㈫
〜
２

月
14
日
㈮（
必
着
）

提
出
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
意
見
を
記
入（
様
式

は
自
由
）
し
、
直
接
ま
た
は
郵

募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

観
光
企
画
課（
☎
�
５
５
６
５
）

観
光
振
興
基
本
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

創
業
後
５
年
を
経
過
し

な
い
人
で
、
起
業
家
支
援
室
・

起
業
準
備
支
援
室
を
活
動
拠
点

と
し
、
退
去
後
は
原
則
、
市
内

を
活
動
拠
点
と
す
る
人

主
な
メ
リ
ッ
ト

・
創
業
支
援
員
が
、
事
業
立
ち

上
げ
か
ら
自
立
段
階
ま
で
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

・
各
事
業
所
に
合
っ
た
支
援
策

や
公
的
助
成
金
制
度
の
情
報
提

供
を
行
い
ま
す

・
原
則
24
時
間
、
各
支
援
室
を

事
務
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で

き
ま
す

起
業
家
支
援
室

面
積　

12
・
３
㎡

募
集
数　

２
部
屋

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日（
１
年
間
）

※
毎
年
の
更
新
審
査
に
よ
り
、

最
長
３
年
間
利
用
可
能
。

申
請　

２
月
14
日
㈮
・
午
後
５

時
ま
で
に
、
申
請
書
類
を
、
直

接
同
セ
ン
タ
ー
へ

起
業
準
備
支
援
室

面
積　

５
・
６
㎡
ま
た
は
７
・

２
㎡

募
集
数　

２
部
屋

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
創
業
予

定
者
や
創
業
後
間
も
な
い
企
業

に
対
し
、
事
業
化
や
起
業
の
た

め
の
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
起
業
家

支
援
室
と
起
業
準
備
支
援
室
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
利
用

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
６
７
７
）

起
業
支
援
施
設
の

利
用
者
を
募
集

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
対
象
に
、
舞
台

技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
13
日
〜
３
月
13
日

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
30
分（
計
５
回
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

高
校
生
以
上
で
、
受
講

後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
で
き

る
人

内
容　

音
響
・
照
明
・
舞
台
の

基
礎
に
つ
い
て
の
解
説
と
実
務

講
師　

舞
台
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
６
日
㈭
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
へ

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
館
当

初
か
ら
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
舞

台
照
明
や
音
響
な
ど
の
操
作
に

つ
い
て
、
舞
台
技
術
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
活
動
し
て
い

試
験
・
講
座

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
�
０
９
０
０
）

舞
台
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
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域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

定
員　

50
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

運
動
は
、
体
を
丈
夫
で
柔
軟

に
し
、
若
さ
を
保
つ
効
果
が
あ

り
、
肥
満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
さ
を
保

ち
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
11
日
㈷
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

健
康
体
操

※
低
カ
ロ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
食

に
関
す
る
展
示
・
レ
シ
ピ
配
布

も
行
い
ま
す
。

講
師　

辻
村
多
喜
代
さ
ん（
ヘ

ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

※
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
の
修
了
生
で
、
健
康
づ

く
り
を
積
極
的
に
実
践
し
、
地

催
し
物

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

健
康
体
操

と
き　

２
月
８
日
㈯
、
①
午
前

10
時
〜
10
時
50
分
・
②
午
前
11

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

①
リ
ウ
マ
チ
ケ
ア
看
護

師
に
よ
る
リ
ウ
マ
チ
看
護
相

談
、
薬
剤
師
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
に
よ
る
リ
ウ
マ
チ

相
談（
先
着
順
）、
②
講
演
「
生

物
学
的
製
剤
を
用
い
た
最
近
の

リ
ウ
マ
チ
治
療
」
原
隆
久（
伊

勢
総
合
病
院
副
院
長
）

伊
勢
総
合
病
院（
☎
�
５
１
１
１
）

リ
ウ
マ
チ
教
室

参
加
費　

５
０
０
円（
和
菓
子

チ
ケ
ッ
ト
付
き
）

※
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
す

る
人
は
、
別
途
レ
ン
タ
ル
料
５

０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み　

１
月
14
日
㈫
〜
２

月
10
日
㈪
に
、
同
協
会
へ

　

車
で
は
気
付
か
な
い
伊
勢
の

魅
力
を
伝
え
る
サ
イ
ク
ル
フ
ォ

ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
伊
勢

Ｍ
Ｙ
り
ん
で
乗
っ
て
食
べ
て
〜

和
ス
イ
ー
ツ
編
」
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

３
月
２
日
㈰
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時（
荒
天
の
場
合

は
３
月
９
日
㈰
に
延
期
）

集
合
場
所　

伊
勢
市
駅
前
広
場

内
容　

和
菓
子
チ
ケ
ッ
ト
を
使

っ
て
、
対
象
和
菓
子
店
で
お
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
、
自
転
車
で

市
内
を
巡
り
ま
す

※
和
菓
子
店
に
張
り
出
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
替
え
て
答

え
が
分
か
っ
た
人
に
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
木
札
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
対
象
和
菓
子
店
を
撮
影
し
た

写
真
を
一
定
の
枚
数
提
出
す
れ

ば
、
抽
選
で
副
賞
が
当
た
り
ま

す
。

定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
観
光
協
会

（
☎
�
３
７
０
５
）

伊
勢
Ｍマ

Ｙイ

り
ん
で

乗
っ
て
食
べ
て

写
真
を
撮
り
な
が
ら

自
転
車
で
伊
勢
を
巡
ろ
う

と
き　

１
月
30
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
お
口
の
中
か
ら

健
康
に
」
木
下
靖
朗（
伊
勢
総

合
病
院
歯
科
口
腔
外
科
医
師
）・

鈴
木
高
代（
同
病
院
歯
科
口
腔

外
科
歯
科
衛
生
士
）

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
�
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

　

「
食
べ
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
切
に
す
る
」「
水
を
汚
さ
な

い
」「
ご
み
を
減
ら
す
」
な
ど
、

地
球
に
優
し
く
、
家
計
に
も
優

し
い
、
お
い
し
い
料
理
作
り
を

し
ま
す
。

　

台
所
か
ら
エ
コ
な
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
25
日
㈫
、
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
栄
養
指
導
室

定
員　

24
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

（
手
拭
き
、
食
器
拭
き
）・
筆
記

用
具
・
不
要
な
チ
ラ
シ（
生
ご

み
入
れ
作
り
用
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
課
へ

環
境
課（
☎
�
５
５
４
１
）

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
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※
１
回
の
講
座
に
つ
き
、
１
企

業
２
人
以
内
と
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
会
社
や
お
店
は
、

従
業
員
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
出

社
し
て
い
ま
す
か
？ 

あ
い
さ

つ
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

自
慢
で
き
る
職
場
で
す
か
？

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
は
、

従
業
員
に
と
っ
て
も
、
経
営
者

に
と
っ
て
も
、
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
す
。

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
職
場
を
目
指

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
次
の
と

お
り
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容
・
講
師　

下
表
の

と
お
り

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室

対
象　

市
内
の
会
社
・
店
舗
な

ど
の
従
業
員
・
経
営
者
な
ど

定
員　

各
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

会
社
・
店
舗
な
ど

の
名
称
、
参
加
者
の
氏
名
・
性

別
、受
講
希
望
日
、連
絡
先
を
、

フ
ァ
ク
ス
で
同
課（
FAX
�
５
６

４
２
）へ

　

仕
事
・
家
族
・
将
来
の
こ
と

な
ど
、
ど
の
世
代
の
男
性
も
大

き
な
責
任
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
日
頃
の

思
い
を
男
性
同
士
で
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
２
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

※
途
中
入
退
室
可
。

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階
れ
い
ん
ぼ

う
ル
ー
ム

対
象　

男
性

申
し
込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
FAX
�
５
６

４
２
、
ア
ド
レ
スko
u
ryu@

city.ise.m
ie.jp

）へ

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画

れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
�
５
５
１
３
）

れ
い
ん
ぼ
う
カ
フ
ェ

 
“
男
も
つ
ら
い
よ
”

ホ
ッ
と
ひ
と
息
…

と
き　

１
月
27
日
㈪
、
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
３
階

委
員
会
室

内
容　

小
・
中
学
校
を
都
市
計

画
に
定
め
る
案
に
つ
い
て
な
ど

※
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
市
役

所
本
館
・
３
階
３

－

３
会
議
室

で
傍
聴
を
受
け
付
け
ま
す
。

都
市
計
画
課（
☎
�
５
５
９
１
）

都
市
計
画
審
議
会

　

県
下
の
税
務
連
絡
協
議
会
の

主
催
で
、
次
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
４
日
㈫
、
午
後
３

時
〜
５
時

と
こ
ろ　

神
宮
会
館
・
大
講
堂

（
宇
治
中
之
切
町
１
５
２
）

内
容　

冨
永
哲
夫
さ
ん（
名
古

屋
国
税
局
長
）
に
よ
る
新
春
講

演
、「
税
に
関
す
る
作
文
」
の

受
賞
者
と
作
文
の
紹
介

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・
伊
勢
税
務

連
絡
協
議
会（
☎
�
５
１
５
１
）

新
春
税
務
講
演
会

と
き　

①
２
月
15
日
㈯
・
21
日

㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に（
保
健
師
の
話
、

沐
浴
実
習
、妊
婦
模
擬
体
験
）、

②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
に

つ
い
て（
保
健
師
の
話
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ 健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
１
３
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と

働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
！

企
業
対
象
研
修
講
座

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

約
14
万
１
千
円（
４
回
分
）

企業対象研修講座
と　き 内　　　容 講　　　師

１月23日㈭
世代をつなぐコミュニケーション
「今どきの若い者VSあの頃の若い者」

上鵜瀬孝志さん（コピーライター、「定年、そし
て10万時間」著者）

２月５日㈬
セクハラ・パワハラ防止に向けて
「明るい職場で元気に仕事」 渋谷典子さん（公益財団法人21世紀職業財団愛

知県駐在代表）
２月12日㈬

ワーク・ライフ・バランスと女性活躍
「経営戦略に活かす視点から」

※いずれも時間は、午後２時～４時です。
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と
き　

①
入
門
編
…
２
月
15
日

㈯
・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、

②
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
…

２
月
16
日
㈰
・
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
南
館（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）・

２
階

対
象　

①
こ
れ
か
ら
日
本
語
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
人
、
②
日

本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人

講
師　

①
三
上
智
里
さ
ん（
レ

ッ
ク
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
日
本

語
教
師
養
成
講
座
専
任
講
師
）、

②
船
見
和
秀
さ
ん（
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
師
養
成
講

座
講
師
）

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
月
20
日
㈪
〜
２

月
14
日
㈮
に
同
課
へ

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
�
５
５
４
９
）

日
本
語
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

介
護
の
体
験
談
を
話
し
合

い
、
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。介
護
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

と
き　

３
月
５
日
㈬
、
午
前
９

時
45
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

結
城
神
社（
津
市
藤

方
２
３
４
１
）、
猪
の
倉
温
泉

し
ら
さ
ぎ
苑（
津
市
白
山
町
佐

田
２
６
４
３
）

※
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
か
ら

の
送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
で
、
要
介
護
１
〜
５
と
認
定

さ
れ
た
人
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族

内
容　

し
だ
れ
梅
の
見
学
、
情

報
交
換
、
介
護
相
談
、
昼
食
、

温
泉
入
浴

定
員　

35
人（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
16
日
㈭
〜
31

日
㈮
に
、
同
協
議
会
へ

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
⑳
８
６
１
０
）

家
族
介
護
者
交
流
事
業

介
護
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

27
万
５
千
円（
２
回
分
）

ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ
代
表
）

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
市
川

岳
仁
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重

ダ
ル
ク
代
表
）

　

最
近
の
依
存
症
問
題
は
、
薬

物
だ
け
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
、
摂
食
障
が
い
、
ゲ

ー
ム
、
ネ
ッ
ト
依
存
な
ど
、
よ

り
生
活
に
身
近
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

依
存
症
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三

重
ダ
ル
ク
と
の
共
催
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
８
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

三
重
県
人
権
セ
ン
タ

ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル（
津
市
一

身
田
大
古
曽
６
９
３

－

１
）

内
容　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
ど

き
の
依
存
症
事
情
〜
も
っ
と
依

存
症
を
知
ろ
う
〜
」

出
演
者

・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
…
西
村
直
之

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
カ
バ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
、
精
神
科
医
）、
石
塚
伸

一
さ
ん（
龍
谷
大
学
法
科
大
学

院
院
長
）、
倉
田
め
ば
さ
ん（
Ｆ

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
２
３
・
５
２
４
３
）

薬
物
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

２
月
８
日
㈯
、
午
後
１

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

四
日
市
市
文
化
会

館
・
展
示
棟（
四
日
市
市
安
島

２
丁
目
５

－

３
）

対
象　

福
祉
・
介
護
の
職
場
に

就
職
を
希
望
し
て
い
る
、
ま
た

は
関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上
の

人内
容　

県
内
の
約
60
の
福
祉
事

業
所
が
参
加
す
る
個
別
相
談
会

※
託
児
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

※
福
祉
の
し
ご
と
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
午
前
11
時
〜
正
午
、
要
申
し

込
み
）、
福
祉
・
健
康
ミ
ニ
フ

ェ
ス
タ（
正
午
〜
午
後
３
時
）を

同
時
開
催
し
ま
す
。

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０
）

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア

と
き　

①
２
月
４
日
〜
３
月
25

日
の
毎
週
火
曜
日
・
午
前
10
時

〜
正
午
、
②
２
月
５
日
〜
３
月

26
日
の
毎
週
水
曜
日
・
午
前
10

時
〜
正
午（
い
ず
れ
も
計
８
回
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

各
８
人（
先
着
順
）

受
講
料　

各
７
５
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

１
月
20
日
㈪
か
ら

同
管
理
事
務
所
へ

※
教
室
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
山
本
コ
ー
チ（
☎
０
９
０
・

９
９
２
４
・
３
７
５
８
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

県
営
大
仏
山
公
園
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困
難
な
人
は
、
1
階
の
窓
口
職

員
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

停
止
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
９

日
㈰（
予
定
）

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

２
５
２
０
万
円

と
き　

１
月
25
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

（
吹
上
１
丁
目
11

－

31
）

内
容　

賃
金
不
払
い
や
不
当
解

雇
な
ど
の
労
働
問
題
、
年
金
、

ロ
ー
ン
、
保
険
の
見
直
し
、
住

宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、

暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
、
弁
護
士
・
社
会
保
険

労
務
士
・
専
門
相
談
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す

申
し
込
み　

１
月
23
日
㈭
・
午

後
４
時
ま
で
に
、
氏
名
・
連
絡

先
・
相
談
内
容
を
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
暮
ら
し
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩（
FAX

�
５
４
２
５
）へ

※
先
着
順
に
受
け
付
け
、
相
談

者
が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
伊
勢
志
摩
労
働
者

福
祉
協
議
会
内
・
暮
ら
し
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
勢
志
摩

（
☎
�
８
１
１
７
）

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

お
知
ら
せ

新
築
す
る
住
宅
・
事
業
所
な
ど

に
設
備
を
設
置
す
る
人

・
未
使
用
の
設
備
を
設
置
し
た

住
宅
・
事
業
所
な
ど
を
購
入
す

る
人

補
助
金
額　

１
件
に
つ
き
６
万

円申
し
込
み　

申
請
書
を
直
接
同

課
へ

※
12
月
18
日
現
在
、
２
０
０
件

の
募
集
枠
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
悪

質
な
販
売
が
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
石
油
資
源
に
頼

ら
な
い
た
め
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に
役
立
ち
ま
す
。
発
電

し
た
電
力
は
電
力
会
社
に
買
い

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
停
電
・
災
害
時
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
に
関
す
る
制
度

を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
は
年
度

内
に
事
業
を
完
了
す
る
も
の
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
事

業
着
手
し
、
事
業
完
了
・
実
績

報
告
が
平
成
26
年
４
月
以
降
に

な
る
事
業（
年
度
を
ま
た
ぐ
事

業
）」
も
対
象
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

補
助
制
度
の
概
要

対
象

・
現
在
所
有
し
て
い
る
ま
た
は

環
境
課（
☎
�
５
５
４
０
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
の
対
象
を
拡
大

　

市
役
所
東
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
改
修
工
事
に
伴
い
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
ま
す
。

　

東
庁
舎
２
階
以
上
に
用
件
が

あ
る
人
で
、
階
段
で
の
移
動
が

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

市
役
所
東
庁
舎
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
で

は
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

医
師
・
薬
剤
師
に
十
分
相
談

の
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
薬
代
が
一
定
額
以
上
軽
減

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被
保
険

者
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」
を

２
月
に
送
付
し
ま
す
。

対
象　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
医

薬
品
を
長
期
間
処
方
さ
れ
て
い

る
人
で
、
薬
代
が
一
定
額
以
上

軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
人

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
低

価
格
な
の
に
、
安
全
性
や
効
き

目
は
先
発
医
薬
品
と
同
等
で
あ

る
と
国
が
認
め
た
後
発
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。

　

全
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
３
）

医
療
保
険
課（
☎
�
５
５
５
２
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
促
進

薬
代
が
軽
減
さ
れ
そ
う
な
人
に

お
知
ら
せ
を
送
付

広
告
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市
が
所
有
す
る
公
有
財
産

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」
の
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す
。

売
却
予
定
物
品　

事
務
用
品
・

ご
み
収
集
車
な
ど

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）

参
加
申
込
期
間　

1
月
16
日
㈭
・

午
後
１
時
〜
２
月
５
日
㈬
・
午

後
２
時

入
札
期
間　

２
月
19
日
㈬
・
午

後
１
時
〜
26
日
㈬
・
午
後
１
時

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

管
財
契
約
課（
☎
�
５
５
２
６
）

公
有
財
産
を
売
却

順
に
売
却
し
ま
す
。

※
入
札
案
内
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

対
象　

一
定
の
資
格
を
満
た
す

個
人
・
法
人

申
し
込
み　

５
月
20
日
㈫
ま
で

に
、
申
込
書
と
添
付
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
売
却
の
案
内
書
は
同
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

売
却
物
件

所
在
地　

桜
木
町
字
丸
山
２
０

３
番
53

面
積　

１
０
４
・
48
㎡（
約

31
・
６
坪
）

地
目　

宅
地

建
ぺ
い
率　

50
％

容
積
率　

１
０
０
％

用
途
地
域　

第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域

最
低
売
却
価
格　

３
４
９
万
円

　

左
表
の
土
地
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
入
札

保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み　

２
月
10
日
㈪
〜
14

日
㈮
に
、
申
込
書
と
添
付
書
類

を
直
接
同
課
へ

入
札
日　

２
月
19
日
㈬

※
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
物
件

は
、
入
札
日
の
翌
日
か
ら
先
着

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

市
有
地
を
売
却

市有地売却物件

所在地 大湊町字稲荷裏
422番47

大湊町字稲荷裏
422番48

面積 159.24㎡
（約48.2坪）

243.45㎡
（約73.6坪）

地目 宅地 宅地

建ぺい率（容積率） 60%（200%） 60%（200%）

用途地域 第一種住居地域 第一種住居地域

最低売却価格 1,274,000円 1,948,000円

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

市
有
地
を
先
着
順
に
売
却

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
平
成
25
年
度
宝
く
じ
普
及

広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
、
次

の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
磯
町
自
治
会　

放
送
設
備
の

整
備

・
植
山
町
自
治
会　

祭
り
用
具

購
入

　

津
地
方
法
務
局
で
は
、
１
月

６
日
㈪
か
ら
、
登
記
の
申
請
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
事
前

に
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
約
を
し
て
お
く
と
、
待
ち

時
間
が
な
く
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

不
動
産
登
記（
相
続
・
抵
当

権
抹
消
な
ど
）
お
よ
び
商
業
・

法
人
登
記（
会
社
設
立
・
役
員

変
更
な
ど
）
の
申
請
手
続
き
に

関
す
る
相
談
を
す
る
際
は
、
事

前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

・
不
動
産
登
記
に
つ
い
て
…
津

地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

・
商
業
・
法
人
登
記
に
つ
い
て

…
津
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部

門（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４

５
５
９
）

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

（
☎
�
６
１
５
８
）

法
務
局
で
の
登
記
相
談

予
約
制
を
導
入

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
６
３
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

イベント掲示板

みんなの広場

時２月15日㈯、10：30～16：00　所アスト津・３階イベント情報コーナー
対法人後見で困っている人や、これから法人後見実施を目指している団体・個
人　内判断能力が低下した高齢者および知的障がい者・精神障がい者の増加が
予測されています。それに対応すべき人材育成および団体設立の指導を行いま

す。　定50人程度（先着順）　料2,000円（資料代）　申１月15日㈬～２月10日㈪
に同協議会へ

時１月19日㈰、10：00～　所
く す お

樟尾神社（四郷小学校前）　内楠部町に古くから
伝わる萬歳楽。子供御輿、鬼打ち（厄除け家内安全）、豊

ほうねんまい

年舞（五穀豊穣）をする

神事で、楠部町最大の祭典です。

時２月９日㈰、11：00～15：30　所皇學館大学記念館　内煎茶席（日
じつげつあん

月庵）・玉

露席（和室）・紅茶席（野
のだて

点）

時２月13日㈭、13：30～16：00　所市役所本館・２階２-１会議室　内相続手続
き・遺言書、許認可申請、法人設立、権利義務、契約書作成などの相談　定10
人（事前予約５人・当日受け付け５人〔いずれも先着順〕）　申事前に同会へ

成年後見制度の法人後見学習会

里神楽「萬
ま ん ざ い ら く

歳楽」

卒業茶会

行政書士による無料相談会

ＮＰＯ法人市民福祉団体全国協議会・大西さん（☎22-6681）

楠部町萬歳楽保存会（☎24-3311〔楠部町公民館〕）

皇學館大学煎茶道部（☎090-9958-3746）

三重県行政書士会伊勢支部（☎050-3738-6212）

３月15日号＝１月31日㈮　４月１日号＝２月14日㈮掲載申し込み締め切り

時とき 　所ところ 　対対象 　内内容 　定定員 　料料金 　申申し込み

イベント掲示板＆みんなの広場

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

20広報いせ ●平成26年１月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成25年度予算〕 　　2,500万円（24回分）

発行日／平成26年１月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第133号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

伊勢の新しいおみやげコンテスト

優秀商品が決定
伊勢商工会議所（☎㉕５１５３）

　伊勢商工会議所では、市の業務委託を受け、「伊勢の新しいおみやげコンテスト」を実施しました。

これは、観光客の皆さんに全国各地へ持ち帰っていただける新しい土産物の開発に取り組むことで、

事業所や地域の活性化につなげることを目的とするものです。

　審査の結果、工芸部門では応募総数27点の中から

「らんかん一
ひと も じ い ん

文字印」が、食品部門では応募総数31点

の中から「お白石持しみチョコあられ」が優秀賞に選

ばれました。また、各部門５商品が入賞し、12月４

日に表彰式が行われました。

　優秀商品に対しては今後、商品力強化などの支援が

行われます。

伊勢の新しいおみやげコンテスト 審査結果

（順不同）

お白石持しみチョコあられ【㈱三国屋】

伊勢うどんたれ包みだんご【㈲鈴木翠松軒】
宇治橋バーム【㈲ふらんす】
胡蝶クッキー【いせとつ】
伊勢～白石～縁（筒）【菓子工房 和楽】
命
みこと

【パティスリー・ラ・リシュテール】

優秀賞

らんかん一文字印【榊原印判店】

桃
も も ふ

符キーホルダー【伊勢高柳ワークセンター】
外宮勾玉池ペンダント【河村手工ギター工房】
イセノモン ハンカチ【㈱SUNKI Branding】
はなてらすちゃん根付け【山田物産】
香水ペンダント【㈱杢杢工房】

優秀賞

入 賞

入 賞

工

門
部
芸

お白石持しみチョコあられ

らんかん一文字印

食

門
部
品
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